
込
み
に
墨
横
線
を

一
本
を
引
く
。
⑭
は
残
存
部
か
ら
頭
部
が
鋭
角
の
山
形
と
思

わ
れ
る
。
切
り
込
み
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
。
上
端
部
は
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
、
そ
の
下
に
墨
横
線
が

一
本
引
か
れ
る
。
下
端
は
鋭
く
尖
る
と
思
わ
れ
る
。

文
字
は
梵
字
で
あ
ろ
う
。
い
は
板
塔
婆
の
下
端
、
い
り
は
板
碁
婆
の
下
端
に
近

い
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑫
の

「鷹
」
は

「虚
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
最

後
の
文
字
は
、
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

ω
ｌ
の
は
米
な
ど
の
穀
物
の
荷
札
で
あ
ろ
う
か
。
的
は
上
部
が
平
ら
で
、
下

部
は
折
損
し
て
い
る
。
⑬
い
は
上
部
が
平
ら
で
、
下
部
は
先
細
り
に
な
っ
て
い

る
。
側
は
枡
の
底
板
、
の
１
側
は
折
敷
の
断
片
と
思
わ
れ
、
文
字
は
木
目
と
直

交
す
る
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場
基

氏
ほ
か
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

男
鹿
市
教
育
委
員
会

『国
指
定
史
跡
脇
本
城
跡
』
（男
鹿
市
文
化
財
調
査
報
告

二
九
、
二
〇
〇
五
年
）

（竹
内
弘
和
）

木
簡

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像

の
拡
充

公
開
か
ら
六
年
余
り
に
な
る
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
、
当
学
会
の
協
力
に
よ
る

『木
簡
研
究
』
誌
掲
載
の
全
国
出
上
の
木

簡
の
デ
ー
タ
の
掲
載
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
日
本
木
簡
の
総
合
的
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

（年
四
回
更
新
。
現
在
四
〇
二
六

二
点
の
木
簡
を
収
録
）。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
木
簡
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
を
主
体
と
し
つ
つ
、
木
簡
の
全
体
画
像
と
の
リ
ン
ク
も
は
か
つ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
画
像
と
の
リ
ン
ク
は
奈
良

（国
工し

文
化
財
研
究
所
が

調
査
し
た
木
簡
の
う
ち
、
長
屋
王
家
木
簡

・
二
条
大
路
木
簡
の
優
品
か
ら

順
に
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
た
び

『平
城
宮
木
簡
』

一
―
六
所
収
の
木
簡

に
つ
い
て
、
画
像
の
公
開
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
入
手
困
難

な
も
の
も
あ
る
こ
れ
ら
の
報
告
書
所
収
の
木
簡
に
つ
い
て
、
手
軽
に
画
像

を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
別
に
木
簡
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「木
簡
字
典
」
を
公
開
し
た

（１４５
貢
参
昭
じ
が
、
デ
ー
タ

の
拡
充
に
は
な
お
時
日
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
従
来
の
木

簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
木
簡
全
体
画
像
と
の
リ
ン
ク
ヘ
の
期
待
は
大

き
い
。
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